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令和２年度(2020年度)第２回ﾀﾝﾁｮｳ越冬分布調査を次のとおり実施しました。

１ 調査実施日時等
調 査 日 時 １月26日(火) 14:45～15:15
調 査 区 域 ８振興局30市町村
調 査 箇 所 計275箇所
調査協力者 関係市町村・給餌人等 計158人

環境省委嘱給餌場である鶴見台、鶴居・伊藤タンチョウサンクチュアリ及び阿寒国際ツルセンター

と 北海道委嘱給餌場である高橋給餌場及び丸山給餌場は各給餌場の給餌時間帯に調査を実施しました。

２ タンチョウ確認羽数
計 1,516 羽 野生個体：1,478羽 飼育個体：38羽

〔野生個体の内訳〕 （単位：羽）
成鳥・幼鳥別 成鳥:1,314、幼鳥:141、不明:23
振 興 局 別 釧路:1,392、十勝:50、根室:27、日高:6、胆振:3

３ 調査結果に対する有識者(正 富 宏之 専修大学北海道短期大学名誉教授)の
まさとみ ひろゆき

コメント概要

○ 今年は過去最多であった前年同期より145羽（野生個体）多く、昭和27年
の調査開始以来、過去最多の羽数を記録。

○ 一つの要因として、今年は気温が低く、自然の餌場となる河川等の凍結に
より、餌を求めて大規模な給餌場に多く集まり、カウント数が増加。

○ タンチョウが記録されたのは17市町村。日高管内の新冠町では初めての記
録。

参 考

報道(取材) 本調査では、関係市町村をはじめ、多くの関係者の方々の御協力をいただいて
に当たって おります。
の お 願 い また、北海道と包括連携協定を締結している日本航空株式会社（ＪＡＬ）と平成

29年度から協働で調査を実施しておりますので、積極的な報道をお願いします。

他のｸ ﾗ ﾌ ﾞ 同 時 配 付 胆振、日高、十勝、釧路及び根室（総合）振興局で配付予定
と の 関 係 同 時 レ ク

環境生活部環境局自然環境課企画調整係
橋本（ﾀﾞｲﾔﾙｲﾝ：011-204-5987 又は 代表：011-231-4111 内線24-389）

日高振興局 環境生活課 課 長 宮川 真人（直通0146-22-9250）
担 当 自然環境係長 瀧本 淳徳（直通0146-22-9254）

※ 個別の調査内容については、次の(総合)振興局環境生活課自然環境係まで
お問い合わせ願います。

（連絡先） 区 分 電話番号 区 分 電話番号
空知総合振興局 0126－20－0043 ｵﾎｰﾂｸ総合振興局 0152－41－0630
石 狩 振 興 局 011－204－5824 十勝総合振興局 0155－26－9028
胆振総合振興局 0143－24－9577 釧路総合振興局 0154－43－9154
日 高 振 興 局 0146－22－9254 根 室 振 興 局 0153－23－6823


